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子会社のＶＩシステム導入について 

 

当社子会社の株式会社公益社は、昨年来準備・検討を進めてまいりました「公益社ＶＩシステム」

を、下記のとおり 4 月より順次導入してまいりますので、お知らせいたします。 

 
記 

 
現在使用しているロゴマークやロゴタイプをＶＩ（Visual Identity）の観点から体系的に見直し、 

今回それらを一新いたしました。新しいロゴマークとロゴタイプは、斯界の第一人者である石川 明

氏（株式会社アイドマ代表取締役社長 クリエイティブ・ディレクター）に制作を依頼し、次頁のと

おり完成いたしました。（石川 明氏のプロフィールは添付のとおり） 
 
第一弾として、社章・名刺・名札を 4 月より刷新いたしました。今後、会館看板・各種制作物等

についても順次変更を進めるとともに、使用規程の整備・制定により、統一性・一貫性のあるロゴ

マーク等の使用をすることで、コーポレートイメージの浸透を図ってまいります。 
 
なお、会館看板につきましては、4 月にリニューアルオープンした「公益社 用賀会館」（東京都

世田谷区）において、すでに変更を終えたほか、関西圏では「公益社 千里会館」（大阪府吹田市）

を手始めとして各会館順次変更する予定です。 
 
 
当社は本日、グループの 10 年ビジョンとそれを実現するための中期経営計画（第Ⅰ期）を公表い

たしました。この中で目指す新たな成長路線において、中核会社である株式会社公益社は大きな役

割を担います。 
 
今回の VI システムの導入は、単に「公益社のロゴが変わる」という意味以上に、株式会社公益社

が燦ホールディングスグループの中核会社として自ら変革を進めることにより、「グループの新たな

成長路線を牽引していく」という意志を込めたものです。 
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（コーポレートシンボルマーク[ロゴマーク]の意味）  

■コンセプトワード ＝「まごころ」  
■新しいマークの意味  
 ・ふくよかな四辺形は、両手を広げてお客様に「まごころ」で接する公益社の姿を、 

白い四本の渦状の線は「心」という文字を表します。 
・さらに、グラデーションのやわらかなトーンが人の「ぬくもり」や「やさしさ」 
 を象徴しています。 

 
（コーポレートカラー）  

■ベーシックカラー ＝ ヘブンリーブルー（天上の青）  
■カラーの意味  
・「青」は、母性や慈悲を表しています。  

  ・キーワード：「慈愛」「誠実」など｡ 
 
（ロゴタイプの再生） 

  ・原型の良さを継承しつつ、洗練されたシャープなものに生まれ変わりました。 
 
 
※なお、「公益」の二文字を円形にデザインした従来のロゴマークは、今後も公益社の原商標 

として後進に引き継ぎます。 
 

以上 

 

 

 

 

 

 

 




